
第６学年 総合的な学習の時間指導案

指導者 ○○ ○○

○○ ○○

１．題材 「創ろう 〇〇〇〇ーサルデザイン （福祉）」

２．指導にあたって

こんな子どもだから

○４年生の総合的な時間の学習で，地域のバリア・バリアフリーを調べ，アイマス

ク・点字・盲導犬体験などの体験活動を行っている。また，６年生の国語の学習

「みんなで生きる町」で「ユニバーサルデザイン」について学習し，人に優しい

デザインがあり，身の回りにも「ユニバーサルデザイン」があることに気づいて

。 （ ）いる 題材

， ， ，○自分の考えを書いていると 友だちの前で発表することができ 友だちの意見も

発表している人の方を向き，聞くことができる。また，自分たちが経験したこと

や，体験したことは，自分の言葉で，話したり 「○○が同じだ 」という意見， 。

。 （ ）をもって話し合ったりすることができる 体験・伝え合う活動

○グループの友だちやクラス・学年の友だちとは，仲良く活動し，話すことができ

る。他学年の子どもとは，昨年，総合的な学習の時間において，自分たちが作っ

た表現物をもとに発表することができた。１学期の総合的な学習の時間で地域の

， 。 （ ）人やＧＴの方の話は 静かに聞くことができた 人とのかかわり

こんな教材で こんな手立てを（人とのかかわりは※）

○だれもが使いやすいように， ○課題を明確にもち，自分の考えをは

過ごしやすいようになること つ っきりさせるために次のことを行

を考え，アイデアを出し合い う。

ながら作品を創り，作品の発 か ・国語の学習を想起させる。

表会を行う活動をする。 ・ の話を聞く。GT
○４年生の学習や国語の学習な む ※ の方の思いや願いを考えながらGT
ど自分が学習してきたことが 話を聞く。

もとになるために，意欲的に ○調べたことを自分たちの表現物にま

追究できる。 さ とめ，よりよい物にするために，次

○生活に役立つ物を生み出す活 のことを行う。

動を行うことで想像力の育成 ぐ ・ の方と何度も話し合いを行いGT
につながる。 よりよい表現物を創り，お互いの

○自分の考えを創り出す題材で る 表現物にアドバイを行う。

ある学習を行うために，友だ ・アドバイスをもとに見直す活動を

ちとともに考えたり，表現物 行う。

を創ったりすることができ ※グループで協力して調べたり，表現

る。 物を創ったりする。

○〇〇〇〇ーサルデザインとい ※ の方の思いや願いになっているGT
う地域に役立つものを考える か考えながら話し合う。

ためにいろんな地域の人とか ひ ○調べたことを発表するために，次の

かわることができる。 ことを行う。

○人に優しいことを考えること ろ ・全校や保護者・地域の方に自分た

で，心の教育につながってい ちが創ったものを発表する。

く。 げ （説明と実物を昇降口に展示して

○身近な人にインタビューした おく ）。

り，いつでも調べたりできる る ※全校生徒に発表するとともに，地域

ので 意欲の継続につながる の人や保護者にも作品を紹介する。， 。

※毎時間，話し合いカードを使用する。
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３．単元の目標

○興味・関心・意欲（価値的・態度的側面）

・身近な〇〇〇〇ーサルデザインを意欲的に考えることができる。

○伝え合う活動（技能的側面）

・自分の意見を友だちの意見と同じところはないか考えながら話し合うことができ

る。

○自分の生き方（知識的側面 （価値的・態度的側面））

・身の回りにいる障がいをもつ人のことを理解することができる。

， 。・みんながよりよい生活をするためには どんなことが必要かを考えることができる

○人とのかかわり（技能的側面）

・ＧＴや地域の人と正しい言葉使いでインタビューしたり，友だちと協力しながら調

べたりして，相手の気持ちを考えながら行動することができる。

４．学習計画（１９時間＋課外）

自己 共感 選決自己存在感を持たせる支援 共感的人間関係を育成する支援 自己選択・決定の場の工夫

学 習 活 動 人とのかかわり 指 導・支 援 評 価段階 時間

☆は個別の支援

１ １．国語の「みんなで生 ○友だちと教科 ○国語の教科書上 ○意欲的に話

きる町」を想起する。 書をもとに話 を準備し，ユニ し合いに取

・ユニバーサルデ し合う。 バーサルデザイ り組んでい

ザインは誰に対し ンについて思い る。

ても優しいものだ 出させる。 自己 （価値的・

ったね。 態度的側面）

３ ２．腰が曲がっても清掃 ○ＧＴの話を聞 ○子どもたちが題 ○ＧＴの話を

つ をがんばっている校区 き，質問など 材について興味 進んで聞い

のお年寄り・赤ちゃん をして交流す をもつようにＧ ている。

（ ）がいて大変なお母さん る。 Ｔとは，綿密に 技能的側面

・足が不自由でも修学 連絡をとり，話

旅行の仕事をがんばっ してもらう内容 ○それぞれの

か ている方に，生活の中 を確認しておく 困っている。

で困っていることや便 自己 共感 ことを知る

利だったことを聞く。 ことができ

☆最後まで話を聞 る。

（ ）・○○さんは高いと くように声をか 知識的側面

む ころにある物を取 ける。

るときが大変だそ

うだよ。

・△△さんのお母さ

んは，ベビーカー

を押すとき段差で

困っているそうだ

よ。

３．ＧＴの話や国語の学

習・題材をもとに，学

習課題をつくり，学習

計画を立てる。

１ ①学習課題をつくる。
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○友だちと協力 ○学習課題を自分

して話し合 たちで作るよう

う。 に今までの話し

合いをまとめた

物を掲示してお

く。 自己

１ ②一人一人の課題を考 ○課題設定の理由 ○自分なりの

える。 を考えさせる。 課題を考え

・○○さんのため 自己 ることがで

に，高い物をと ☆自分がどんな案 きる。

（ ）れる道具を作ろ を考えているの 技能的側面

う。 か一緒に考える

１ ③自分の考えをもとに ○友だちと協力 ○自分の考えを相 ○自分のアイ

本 何をどのように作る して話し合 手にはっきり伝 デアと友だ

時 か話し合い，今後の う。 えるために自分 ちのアイデ

計画を立てる。 のアイデアをも イを比べな

とに話し合わせ がら考える

る。自己 共感 ことができ

○学習の見通しを る。

（ ）もち意欲的に学 技能的側面

習できるように

具体的な計画を

立てさせる。

選決

（課題別クラス分け）

２ ４．課題解決のための追 ○グループで協 ○活動の前には， ○自分のめあ

究活動をする。 力して調べ 子どもたちの質 てをもとに

○ＧＴに質問しながら る。 問に答えてもら 友だちと協

試作品を作る。 ○ＧＴと話し合 えるように事前 力して活動

○図書室の本やインタ いながら，教 にＧＴと詳細に している。

ーネットで調べる。 えてもらう。 打ち合わせをし （価値的・

さ ておく。 自己 態度的側面）

☆グループで協力

するように声を

かける。

２ ５．試作品を作る。 ○グループで協 ○多様な材料を準 ○作品創りに

力して創る。 備し，選択でき 没頭して取

・これは○○さん ○ＧＴの方にア るようにしてお り組む。

（ ）ぐ たちお年寄りは ドバイスをも く。 選決＋ 技能的側面

使いやすいか らう。 ○ケガをしないよ課外

な。 うに安全に留意

・△△さんに試し し，注意事項を

てもらおう。 確認する。 選決

る ☆危険な取り扱い

方をしないよう

に側にいる。

○ＧＴの方に連絡

をとっておき，

実際に使っても

らうように話し

ておく。

〇〇校区の人のため

に，〇〇〇〇ーサルデ

ザインを考えよう
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自己 共感

２ ６．できた物をもとに， ○使う人の気に ○相手のことを考

話し合う。 なって，お互 えたものになっ

○人に優しい物ができ いの作品を使 ているか考えさ

ているか実 際に使用 う。 せながら，試し

して，話し合う。 をさせる。

・もう少し小さいと 自己 共感

使いやすいな。

７．作品を見直す。 ○友だちの意見 ○自分や友だちの

○友だちのアドバイス を素直に聞き の作品のよさに

をもとに作品を使い 入れる。 気づいたり，作 ○自分のよさ

やすい物にする。 品を改良させる や友だちの

２ ためにアドバイ よさを見つ

スカードを使う けている。。

（ ）選決 共感 技能的側面

☆自分のよさに気

づかせるために

賞賛の言葉をか

ける。

３ ８．〇〇〇〇ーサルデザ ○ＧＴの方に作 ○学習の中で自分 ○楽しく堂々

インの発表会をする。 品の紹介をす たちの活動のが と発表して

・ＧＴの方は喜んで る。 んばりを感じさ いる。

（ ）くれるかな。 ○公民館で地域 せるためにＧＴ 技能的側面

，・校区の方にも使っ の方に紹介す の方や地域の方

て欲しいな。 る。 おうちの方を招

ひ ・全校のみんなにも ○全校のみんな いて，発表会を

見てほしいな。 に紹介する。 する。 自己

○公民館にも展示

してもらうよう

ろ にしておく。

自己

○全校に使ってみ

てもらえるよう

げ に昇降口におい

ておく。 自己

１ ９．今後，どんなことに ○友だちと意見 ○自分の考えをま ○これから自

気をつけていけばいい を交流し，友 とめさせるため 分ができる

のか話し合う。 だちのよさを にプリントを準

る ・ぼくは，人に優し 知る。 備しておく。 ことを考え

い町になるように 選決 ることがで，

自転車の立て看板 き，友だち

を創っていきます ○自分のよさや友 のよさに気。

・赤ちゃんを連れた だちのよさを感 づいてい

人が楽しめるよう じるように声か る。

に，公園に花を飾 けを行っていく （価値的・。

りたいな。 自己 共感 態度的側面）

☆がんばったこと

に対する賞賛に

。言葉かけを行う
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第６学年〇組 本時学習指導案

指導者 ○○ ○○

５．本時 平成○○年○○月○○日（ ） 第○校時 場所 ○○教室

６．本時について

目標

○伝え合う活動（技能的側面）

・自分の考えと友だちの考えを比べながら話し合うことができる。

○自分の生き方（知識的側面 （価値的・態度的側面））

・調べたことを話したり聞いたりすることで，自分のよさや友だちのよさに気づく

ことができる。

○人とのかかわり（技能的側面）

・グループの友だちと協力しながら話し合うことができる。

前時までに 本時の手立て

○ＧＴの方から話を聞き，一人一人が ○同じ課題のグループが話しやすいよ

課題を作り，〇〇〇〇ーサルデザイ うに場を設定しておく。

ンを作りたいという意欲をもってい ○話し合いカードを書き，一人一人の

る。 めあてをはっきりもたせる。

○前時には，〇〇〇〇ーサルデザイン ○グループで話し合ったことをまとめ

のもとになるものを考えている。 るデザイン用紙を準備しておく。

○友だちの考えを聞きたいという意欲 ○本時の活動をふり返るために，学習

をもっている。 プリントを準備しておく。

７．準 備

児 童 ・話し合いカード ・学習プリント

教 師 ・計画表 ・学習プリント

８．展 開 （７／１９）

自己存在感を持たせる支援自己 共感的支援を育成する支援共感 自己選択・決定の場の工夫選決

学 習 活 動 人とのかかわり 指導と支援 評 価

☆は個別の支援

１ 本時のめあてを確認する ○自分のめあてを明． 。

グループで〇〇〇 確にもたせるため

〇ーサルデザイン に，前時に作った

を話し合い，作る デザインを見せ

計画を立てよう る。 自己

○話し合いカードに

・友だちの話と比べなが 自分のめあてを書

ら話し合います。 かせる。 選決

２．グループでの話し合い活 ○グループで協 ○意欲的に話し合い ○友だちの意

動を行う。 力して話し合 ができるように場 見を真剣に

（１）どんなデザインにする いを行う。 の設定をしてお 聞いて話し

か話し合う。 く。 共感 合いを行っ

○障がい者グループ ○話し合いの見通し ている。

（ ）・○君の棟の前は歩き をもたせるために 技能的側面

にくい階段になって 話し合うことを，

いるから市役所に改 板書しておく。

造してもらえるよう 選決
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提案しよう。

○外国の人グループ

・ゴミ出しのルールが ☆話し合いにうまく

分かりやすいように 参加できにくい子

をその国の言葉にし には，自分のデザ

て作ろう。 インの紙を見せ，

発表するように声

（２）作る計画を話し合う。 をかける。 自己

・準備する物 ○これからの学習の

・いつ・どこでつくるの 見通しをもって取

か り組めるように計

画表を準備してお

３．全体で話し合う。 く。 選決

○他のグループ ○作るときに困った

・私たちのグループは岡 と同じ所はな ときにはどうする

崎先生に英語でのパン いか考えなが のかも考えさせて

フレットの作り方を聞 ら話し合う。 おく。 自己

いて，分かりやす〇〇 ○相手意識をはっき

マップを作ります。 りもたせるために

誰のためにどんな

工夫をしているか

を具体的に発表さ

せる。自己

４．もう一度グループで話し

合う。 ○グループで協 ☆話し合いが困って

力して話し合 いるグループに

う。 は，他のグループ

の考えを参考にさ

せる。 共感

５．本時のまとめをする。

・今日の反省 ○友だちの考え ○今日の活動をふり ○自分の活動

・話し合いめあてに対して をあたたかく 返らせるために， のよさや友

のふり返り 聞き合う。 学習プリントを準 だちの活動

・ぼくは，市役所に提案 備する。 選決 のよさに気

するためにはどうすれ ○ふり返りを明確に づいてい

ばいいのか分かり，早く するために，書く る。

調べて提案したいです。 視点をはっきりさ （価値的・

・わたしの話し合いのめ せておく。自己 態度的側面）

あては，違うところを ○話し合いのめあて

伝えるでした。グルー に対しても書か

プの人と同じ所もあっ せ，自分のがんば

たけど，△のところが り，友だちのよさ

違ったのではっきり言 について気づかせ

えたのでよかったです。 る。

・○君が計画を立てると 共感 自己

きに「それいいね 」。

といってくれたのでう

れしかったです。
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第６学年〇組 本時学習指導案

指導者 ○○ ○○

５．本時 平成○○年○○月○○日（ ） 第○校時 場所 ○○教室

６．本時について

目標

○伝え合う活動（技能的側面）

・自分の考えと友だちの考えを比べながら話し合うことができる。

○自分の生き方（知識的側面 （価値的・態度的側面））

・調べたことを話したり聞いたりすることで，自分のよさや友だちのよさに気づく

ことができる。

○人とのかかわり（技能的側面）

・グループの友だちと協力しながら話し合うことができる。

前時までに 本時の手立て

○ＧＴの方から話を聞き，一人一人が ○同じ課題のグループが話しやすいよ

課題を作り，〇〇〇〇ーサルデザイ うに場を設定しておく。

ンを作りたいという意欲をもってい ○話し合いカードを書き，一人一人の

る。 めあてをはっきりもたせる。

○前時には，〇〇〇〇ーサルデザイン ○グループで話し合ったことをまとめ

のもとになるものを考えている。 るデザイン用紙を準備しておく。

○友だちの考えを聞きたいという意欲 ○本時の活動をふり返るために，学習

をもっている。 プリントを準備しておく。

７．準 備

児 童 ・話し合いカード ・学習プリント

教 師 ・計画表 ・学習プリント

８．展 開 （７／１９）

自己存在感を持たせる支援自己 共感的支援を育成する支援共感 自己選択・決定の場の工夫選決

学 習 活 動 人とのかかわり 指導と支援 評 価

☆は個別の支援

１ 本時のめあてを確認する ○自分のめあてを明． 。

グループで〇〇〇 確にもたせるため

〇ーサルデザイン に，前時に作った

を話し合い，作る デザインを見せ

計画を立てよう る。 自己

○話し合いめあてカ

・友だちの話と比べなが ードに自分のめあ

ら話し合います。 てを書かせる選決

○意欲的に話し合い

ができるように場

の設定をしてお

２．グループでの話し合い活 く。 共感

動を行う。 ○グループで協 ○話し合いの見通し ○友だちの意

（１）どんなデザインにする 力して話し合 をもたせるために 見を真剣に

か話し合う。 いを行う。 話し合うことを， 聞いて話し

○お年寄りグループ 板書しておく。 合いを行っ

・電気が座ってつけら 選決 ている。

（ ）れる，かわいいひも 技能的側面



６年－8－

を作ろう。 ☆話し合いにうまく

○お母さんと赤ちゃんグル

ープ 参加できにくい子

・赤ちゃんが自由に動 には，自分のデザ

ける折りたたみの囲 インの紙を見せ，

いを創ろう 発表するように声

（２）作る計画を話し合う。 をかける。 自己

・準備する物 ○これからの学習の

・いつ・どこでつくるの 見通しをもって取

か り組めるように計

画表を準備してお

く。 選決

○作るときに困った

ときにはどうする

のかも考えさせて

おく。 自己

３．全体で話し合う。

・ぼくたちのグループは ○他のグループ ○相手意識をはっき

○と△を○さんのため と同じ所はな りさせるために誰

に木で作ります。 いか考えなが のためにどんな工

ら話し合う。 夫をしているかを

具体的に発表させ

４．もう一度グループで話し る。自己

合う。 ○グループで協 ☆話し合いが困って

力して話し合 いるグループに

う。 は，他のグループ

の考えを参考にさ

５．本時のまとめをする。 せる。 共感

・今日の反省 ○友だちの考え ○今日の活動をふり ○自分の活動

・話し合いめあてに対して をあたたかく 返らせるために， のよさや友

のふり返り 聞き合う。 学習プリントを準 たちの活動

備する。選決 のよさに気

・わたしは○君の考えを づいてい

聞いて，△さんのため ○話し合いめあてに る。

に良く工夫しているな 対しても書かせ， （価値的・

と思いました。△さん 自分のがんばり， 態度的側面）

のためにも早く作って 友だちのよさにつ

みたいです。 いてに気づかせ

・ぼくの話し合いめあて る。共感 自己

は 「友だちのいいと，

ころを見つける」とい

うことでした。○君が

ぼくと同じようなアイ

デアで良く工夫してい

るところがありすごい

なと思いました。

・△君がぼくの話をうな

ずきながら真剣に聞い

てくれてうれしかった

です。


